
 チャート層注 1 は、通常、海洋堆積物の地層で多く見られ、日本各地にも広く分布

しています。海洋堆積物中のチャート層は、放散虫と呼ばれるガラス質（SiO2）の殻

を持った生物の遺骸が集積してできています。一方で、湖の地層にもチャート層が見

つかることがあります。しかし、湖でできたチャート層には、ガラス質の殻を持った

生物遺骸が含まれておらず、湖でチャート層ができるメカニズムが長年の謎でした。 

同研究グループは、米国ユタ州に分布する 5 千万年前の湖の地層（グリーンリバ

ー層注 2）を調査し、この地層に見られるチャート層には、藻類が繁殖したことを示す

有機物が多量に含まれていることを発見しました。そして、藻類の有機物が湖底で

腐食した際に、湖水に溶け込んでいたガラス質（ケイ素）の成分が急速に沈殿し、チ

ャートが形成されたことを明らかにしました。

00 年、1000 年毎に起こったこともわかりました。このことか

ら、太陽活動の周期的変化が藻の繁殖量を変化させ、それがチャート層の形成を引き

起こしたことを明らかにしました。この成果は、令和元年 11 月 11 日付（日本時間

19 時）英国科学雑誌「Scientific Reports誌」オンライン版に掲載されました。 

湖底でガラスの層が急速にできるメカニズムを解明 

～太陽活動を反映した藻の繁殖量の変化が鍵～ 





湖のチャート層に見られる藻類の痕跡 

 チャート層の中に含まれる藻類の痕跡を透過顕微鏡と蛍光顕微鏡注 4 を用いて詳しく

観察すると、藻類起源の有機物の分解が進んだ部分と分解があまり進んでいない部分

があることがわかりました（図 2）。蛍光顕微鏡で強い蛍光を発している部分が、有機

物の分解が進んでおらず、丸い形状の藻類の細胞膜があまり分解されずに残っている

ところです。電子顕微鏡を用いて化学分析を行ったところ、有機物分解があまり進んで

いないところでは炭素成分が検出されました。一方で、分解が進んだ部分ではケイ素の

濃集が見られました。これらの結果から、藻類起源の有機物が分解（腐植）した部分で、

特にケイ素の濃集（チャート化）が起こっていることがわかりました。 

 

 

図 2. チャート層中に多量に見られる藻類の痕跡 

藻類の殻に相当するところに炭素が残っており、その周りをケイ素が充填している 

 

湖底でチャート層ができるメカニズム 

本研究で研究対象としたグリーンリバー層は、約 5 千万年前の火山活動が活発な時

期の湖であり、湖水は高アルカリ性だったことがわかっています。ケイ素はそのような

高アルカリな水には多量に溶けます。一方、溶液が酸性になると、溶け込めなくなった

ケイ素が沈殿します。 







�@H�H� GWG{GlG2GVH�,^!J%¼H�CaMg(CO3)2H�G"�z�B�(FøFéG���'��¾F÷FÒG�F¹G>GxGŠG•GxG^GŠ�™Fþ��

�œFÿ�xFÔ�7  #”�CF÷�ÿ�ŠFçFïFø*ƒFØG�G�G�F¹3û�–%¼!J�¾Fÿ�‰0Ž%¼H�CaCO3H�FÛG�FúG�
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